
こ の 命 に あ り が と う
～「ありがたい」と思い、「ありがとう」と伝える ～

鹿児島市立谷山北中学校

校長 中村 克己

師走に入り日に日に気温も下がり、北風が身にしみる季節
となりました。
１２月に入りインフルエンザが流行し、本校でも学級閉鎖と

なった学級がありました。これから先も感染が拡大する恐れ
もあります。外出先から帰宅した際「手洗い・うがい」の励行、
普段からのマスクの着用やワクチン接種など、予防対策に努
めてください。
さて、一年間の学校生活で一番長かった二学期が、大きな事故等もなく無事、終

業式を迎えることができました。今学期も生徒一人一人が輝き、「満足」という大き
な花をたくさん咲かせてくれました。子供たちの頑張りに心から「ありがとう」と伝え
たいと思います。
本年最後の学校だよりでは、一年のしめくくりとして、終業式でお話した内容を掲

載いたします。
★一つ目は、「一年間の“振り返り”」です。
「思いやりをもって生活ができたか」ということです。

2学期の始業式に、「思いやり（思いやる姿）」を、さらに行動に移してほし
いと、「命の喜ぶ生き方：５つの行動」についてお話ししました。

この２学期、これら５つの行動を意識し、自分も周りの人も喜ぶ「倖動（こうどう）」
ができたでしょうか。この行動により、多くの友達の命が喜び、輝き続けていると信
じています。
しかし、この２学期、自分の行動が相手を傷付けてしまったと感じている人がいた

ら、今年中に傷付けてしまった相手に「ごめんなさい」を伝えましょう。お互いに嫌な
思いを残しながら、新しい年を迎えたくはありませんよね。さあ、新しい年に向けて、
心の大掃除をはじめましょう！以下に１・２学期のいじめの認知件数を掲載します。

今、現在でも苦しんでいる人がいるということに思いを巡らせてください。
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精気 自主 友愛 「気持ちの通う挨拶が
交わされる学校」

１ 「口は、人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう」

２ 「目は、人のよいところを見るために使おう」

３ 「耳は、人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう」

４ 「手足は、人を助けるために使おう」

５ 「心は、人の痛みがわかるために使おう」



【２学期のいじめの実態】

★二つ目は、「この命にありがとう」です。
今年一年、「ロシアとウクライナ」、「イスラエルとパレスチナ」で起きている争いごと

をはじめ、「災害」や「事故」など、多く人命が失われてしまいました。かけがえのない
「尊い命」ですが、ひとたび、争いごとや災害や事故が起きると一瞬にして消え去っ
ていく「儚（はかな）い命」でもあります。
有り続けることが難しいと書き、「ありがたい」と読みます。本当の「ありがとう（体

外語）」という言葉の使い方は、自身の心の中で「ありがたい（体内語）」と思って使
う言葉なのです。それがなければ真の「ありがとう」ではありません。
しかし、命には限りがあります。この世に生まれた以上、いずれこの命に”さよな

ら”をしていかなければなりません。
だからこそ、今ある自分の命や周りの人の命を大切にしてほしいと願います。
この思いや願いを「いのちの歌」として届けます。（歌詞の一部を掲載します。）

保護者の皆様、そして地域の皆様、この一年間、本校の教育活動にご支援いただ
き心より深く感謝申し上げます。
来る令和６年に向け、ご家族皆様でよい年をお迎えください。

＜いのちの歌＞ 作詞: Miyabi 作曲: 村松崇継 編曲：前嶋康明

・・・・・・・・・・
この星の片隅で めぐり会えた奇跡は どんな宝石よりも たいせつな宝物・・・・・・
本当にだいじなものは、隠れて見えない
ささやかすぎる日々の中に かけがえない喜びがある
いつかは誰でも この星にさよならをする時が来るけれど命は継がれてゆく

生まれてきたこと、育ててもらえたこと、 出会ったこと、笑ったこと

そのすべてにありがとう

この命にありがとう〇

12月16日（土）に門松づくりを行いまし
た.。参加された保護者のみなさん、あり
がとうございました。今年も立派な門松

ができました。中山小の保護者の方々に

もお手伝いいただきました。
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